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開発と環境│緑と水と大地、そして人間
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開発途上国では、熱帯林の破壊による環境問題が激化している。こ
のことが途上国の農業の荒廃をもたらし、地球規模での異常気象に
繋がる問題として国際的に大きな関心を集めている。この映画は、
東南アジア、特にタイを中心に、恵まれた森林資源がいかに乱暴に
破壊されているかを描く。熱帯林の乱伐によって不毛の土地が拡大
し、伝統的な生活を営んできた土地の人々を苦しめている。そうし
た現実をふまえ、環境と調和のとれた開発がいかに求められている
かを具体的に見せて考えさせる。

今、世界の熱帯林が急速に失われつつある。そこには産業開発行為
が大きくかかわっている。
　映画は、近代的装いを誇るタイの首都バンコクへ、地方からの大
勢の出稼ぎ農民がやってくるところから始まる。彼らの故郷、東北
タイを訪ねてみると、農業では食べていけない貧しさが村々を覆っ
ていた。森林が破壊されて、土地の生産力は低下し続けている。森
林破壊の原因としては、従来焼畑など人口増加による農地の拡大が
あげられていたが、東南アジア全体へ目を移すと、日本向けの南洋
材輸出も大きな問題となっている。
　熱帯林は一度失われると温帯林に比べて回復が非常に難しい。そ
の破壊は単なる自然破壊にとどまらず住民の生活をも脅かしていく。
海岸部ではエビの養殖池を造成するため、貴重なマングローブの林
が乱伐され土着の漁民たちを苦しめている。地方の環境破壊によっ
て生活に追い詰められた人々が大量に都市に流れこみ、スラム街を
広げ、人口増加・大気汚染など都市問題を深刻なものにしている。
自然と調和した地域社会の人々のために役立つ開発が、今こそ求め
られている。


